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第 27号 

 
 ニュース 

「なごやか地域福祉２０１５」の推進状況をお知らせするためのニュースです 
公式ホームページでは、計画の推進状況を 

順次お知らせしています。  なごやか地域福祉２０１５ 検索 

「平成 29年度つながり・支えあおう地域福祉のすゝめ」を開催！

去る１月２５日（木）に名古屋国際会議場にて平成２９年度 
「つながり・支えあおう地域福祉のすゝめ」（主催：名古屋市・ 
名古屋市社会福祉協議会）が開催されました。今年度で３回目と 
なりますが、現在活動されている方やこれから活動したい方まで 
約６５０名の参加がありました。 
第１部では、元ＮＨＫアナウンサーで現在、医療的ケアが必要 

な小児と家族の短期入所施設「もみじの家」ハウスマネジャーの 
内多勝康氏による基調講演、その後の第２部では、４つの分科会 
に分かれて先駆的な実践報告等が行われました。 

プログラム 

第１部 

基調講演 

医療的ケアがあっても安心して暮らせる社会

を目指して～もみじの家の現場から～ 

国立成育医療研究センター もみじの家 

ハウスマネジャー 内多 勝康 氏 

第２部 

分科会 

①地域支えあい活動フォーラム 

「キラリと光る“ご近所力”～支えあい活動の意義と魅力～」 

実践報告：南区明治学区地域福祉推進協議会、天白区平針南学区地域福祉推進協議会 

②ふれあい・いきいきサロンセミナー 

「サロン活動から広がる地域のつながり」 

実践報告：中区平和学区“ふれあい・いきいき平和サロン”、 

中区松原学区“ふれあい・いきいき松原サロン”、中区社会福祉協議会 

③なごやか地域福祉 2015セミナー 

「困りごとのある人に必要な支援を届けよう～丸ごと支えるための連携～」 

実践報告：天白区西部いきいき支援センター、守山区障害者基幹相談支援センター      中川区千音寺民生委員児童委員協議会・中川区社会福祉協議会 

④名古屋市孤立防止講演会 

「ひとりじゃない！見守り活動がつなぐ地域のきずな」 

実践報告：名古屋市新聞販売店 地域安全協議会、公益社団法人 愛知共同住宅協会      南区北部いきいき支援センター 

裏面で内容

を紹介して

います！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

  

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【編集・発行】 名古屋市健康福祉局高齢福祉部地域ケア推進課 ・ 名古屋市社会福祉協議会総務部  

                                         Tel 052-972-2548 ／ Fax 052-955-3367  

◎公式ホームページ http://www.city.nagoya.jp/ 市政情報＞分野別の計画・指針・調査結果＞福祉と健康＞名古屋市地域福祉に関する計画 

分科会③「なごやか地域福祉セミナー2015」の様子をお伝えします！ 

本セミナーは「なごやか地域福祉 2015」の普及啓発と更なる推進を目的としたものです

が、中でも今回は「既存の制度の枠組みを超えた支援の仕組みづくり」をテーマとしました。 

 

 

 

 

 

民生委員の立場から認知症の母と障害のある息子の事例（いわゆる 8050問題）につい

て報告があり、その事例に対して、いきいき支援センター・障害者基幹相談支援センタ

ー、社会福祉協議会、民生委員（地域住民）のそれぞれの立場でどんなことができるか、

どんな関わりあいができるかを議論しました。 

特に、“認知症のある母が今後症状が進行した場合や亡くなられた際に、障害のある息

子をどう支援していくのか”ということが論点となりました。 

【登壇者】 

・天白区西部いきいき支援センター 津田氏   ・守山区障害者基幹相談支援センター 王子田氏 

・中川区千音寺民生委員児童委員協議会 西川氏 ・中川区社会福祉協議会 伊藤氏  

【コーディネーター】金城学院大学講師 柴田氏 

ポイントは“地域主体の協議の場”をどう作るか 
高齢関係では地域と専門職はつながりやすいが、障害関係ではつながりがつくりづらい

との意見がありました。そういう意味では、すでにつながりをつくれている機関が、障

害等の機関をどう巻き込んでいくかという点が重要であるとの指摘がありました。 

コーディネーター・柴田先生のまとめでは、地域住民や専門機関を交えた協議の場

（大げさな会議でなくてもよい）をつくる必要があり、さらにはそれを地域主体で実施

することがポイントであるとの話がありました。 

高齢分野では「地域ケア会議」、障害分野では「自立支援協議会」等と、それぞれ協議

の場はすでにありますが、そこに地域住民をお呼びする手法だけでは、時には“やらされ

感”が出てしまう場合があります。地域が主体となり協議の場を作ることで、お互いに主

体的に関わりあおうという機運が生まれます。 

分野ごとの制度に横串をさして、協議の場を各地域で広げていくことが、今後ますます

求められます。 

http://www.city.nagoya.jp/

